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《気になる一冊》
アメリカ女性作家のルネサンス
──Lillie Devereux Blake, Southwold（1859）を読む
大 井 浩 二
最近，『アメリカン・ルネサンス──批評の新生』（2013年）と題する優
れた論文集が出版された。「日本のアメリカン・ルネサンス研究の集大成と
しての全体性」（vii）を目指す本書で「取り上げられるテーマのほとんど」
は，「マシーセンによって論じられなかったものである」（viii）と編者たち
は述べているが，そこにも「マシーセンによって論じられなかった」アメリ
カン・ルネサンスの女性作家たちは，だれひとりとして取り上げられていな
い。しばらく前から Beneath the American Renaissance: The Subversive
Imagination in the Age of Emerson and Melville（1988）において David
Reynolds が論じている Alice Cary, Lillie Devereux Blake, Sara Willis
Parton（pseud. Fanny Fern），Elizabeth Stoddard などを読んできた者と
しては，まことに残念に思われてならないので，本稿では Reynolds が彼の
いわゆる“American Women’s Renaissance”の“main texts”（397）の
ひとつに挙げている Lillie Blake の小説 Southwold（1859）を「気になる
一冊」として紹介することとする。
とはいえ，Lillie Blake（1833−1913）とはいったい何者なのか，という
疑問を抱く向きも多いに違いない。たしかに，生前の Blake は Southwold
や Fettered for Life（1874）を含む 7冊の小説のほかに数多くの短編やエ
ッセイを発表しただけでなく，南北戦争のときにはジャーナリストとして活
躍し，その後は女性解放運動のために闘う活動家として知られていたが，現
在の彼女は完全に忘れられた存在になっている。手元の The Oxford Com-
panion to American Literature, Sixth Edition（1995）にも The Oxford
Companion to Women’s Writing in the United States（1995）にも彼女の
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名前は見当たらないし，Nina Baym, Women’s Fiction: A Guide to Novels
by and about Women in America 1827−70, Second Edition（1993）にも
彼女への言及は一切なされていない。だが，このように Blake がアメリカ
文学／文化史から抹殺されるに至った経緯については，2002年に出版され
た Grace Farrell, Lillie Devereux Blake: Retracing a Life Erased を参照
していただくことにして，ここではもっぱら小説 Southwold の主題と構造
を 19世紀半ばのアメリカという文化的コンテクストのなかで考えることに
したい。
Lillie Blake の最初の小説 Southwold はニューヨークの下宿屋の一室で
幕を開け，そこに才色兼備の女主人公 Medora Fielding がいきなり姿を見
せているが，ニューヨークの社交界で最もハンサムな女性と噂されている 19
歳の彼女が未亡人の母親と送っている生活はけっして裕福とは言えない。登
場したばかりの彼女は 23歳の Walter Lascelles とひそかに婚約している
が，彼はやがて Medora を捨てて Lucy Wentworth という金持ちの娘と結
婚してしまう。傷心の彼女はほどなくして 22歳の Floyd Southwold と出
会い，この好青年との結婚を考えるようになるが，彼が遺産を継ぐことにな
っている伯父の Mr. Southwold は，ふたりの結婚を絶対に許そうとしな
い，といった調子で，物語は展開していく。華やかな社交界に身を置きなが
ら，金銭問題に悩む女性という設定は，半世紀ばかり後に出版される Edith
Wharton の初期の代表作 The House of Mirth（1905）を思い出させるが，
Southwold のヒロイン Medora も Lily Bart に勝るとも劣らない存在感を
発揮している。
この小説の冒頭近くで，“Medora was endowed by nature with a combi-
nation of qualities not often met with in her sex. Her mind had a rare
breadth and scope ; indeed, it was almost masculine in its depth of
thought and capability of analytical inquiry. This power is always dan-
gerous to its possessor, but doubly so, when that possessor is a woman.”
（18）と書かれていて，その後も彼女の男性的な性格は繰り返し強調されて
いる。“Her ideas were new and original, and there was a self-reliance
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and evidence of thought in her conversation that he had never before
met in a lady.”（75）という印象を彼女の恋人 Floyd は抱き，彼の伯父
Mr. Southwold も“Medora’s rare fascinations of manner”の下に潜んで
いる“the unamiable or dangerous qualities”（171）に気づいているだけ
でなく，作品の語り手もまた“a strong passionate nature like hers”
（49）に言及し，彼女の意見が“bold and even unfeminine”（188）である
ことを指摘している。
こうした一連の描写は，David Reynolds の巧みな比喩を借用すれば，Me-
dora が“a free spirit trapped in the shell of a social butterfly”（402）で
あることを物語っている。だが，“The night air struck cold and damp on
her bare arms and shoulders, but was powerless to chill the fierce fires
that raged in her bosom”（31）とか，“No one could have guessed that the
calm indifference of her manner concealed a volcano of rage and scorn.”
（47）とかいった描写は，彼女の胸の内で激しい怒りが煮えたぎっているこ
とをも示しているが，その怒りが女性を対等に扱おうとしない男性中心社会
に向けられていることは，婚約相手の Lascelles が彼女を“a faded flower
or a broken toy”（30）のように捨てて，裕福な女性 Lucy と結婚すること
を知ったときの Medora について，“she would pace the room like a caged
tigress, with a fierce impatient longing to throw aside all the restraints
of her sex”（22；強調引用者）と説明されていることからも明らかだろう。
ここで興味深いエピソードを付け加えておこう。“Declaration of Senti-
ments”が採択された Seneca Falls Convention の翌年の 1849年，わずか
16歳の Lillie Devereux は“I live to redress the wrongs of my sex”と題
する文章のなかで，“Women have been from time immemorial duped and
deserted by men, their feelings trifled with, their hearts broken. This
shameful injustice I have determined to redress. I will devote to it
youth, beauty, life; I will forget myself and my own feelings in avenging
on men their faithlessness.”と書き記し，“I will live but to redress these
terrible wrongs.”（qtd. in Farrell 32 and Reynolds 401）と宣言してい
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る。それから 10年後に出版された彼女の長編第 1作 Southwold に登場す
る，“a fierce impatient longing to throw aside all the restraints of her
sex”を胸に秘めた 19 歳の女主人公 Medora を，“I live to redress the
wrongs of my sex.”と心に誓っていた 16歳の作者 Blake と重ね合わすこ
とはさほど困難ではあるまい。
さらに興味深いことに，Southwold が上梓された 1859年は，熱烈な奴
隷廃止論者で Emily Dickinson のよき理解者として知られる Thomas
Wentworth Higginson（1823−1911）が，“Ought Women to Learn the Al-
phabet?”と題する一文を Atlantic Monthly の 2月号に発表し（Southwold
の出版は同年 2月 5日だった），“What sort of philosophy is that which
says, ‘John is a fool; Jane is a genius: nevertheless, John, being a man,
shall learn, lead, make laws, make money; Jane, being a woman, shall
be ignorant, dependent, disfranchised, underpaid’?”（8）と問いかけるこ
とによって，女性は男性と完全に平等であるという，当時としては極めてラ
ディカルな議論を展開している年でもあった。
このエッセイにおける Higginson に言わせると，たしかに“woman’s so-
cial inferiority”は過去においては“a legitimate thing”（9）だったし，“the
long subjection of woman”が続いたのは“the empire of the past”が“an
empire of the muscles”だったからだが，男性の“lower powers of the un-
derstanding”（10）を必要とする時代はいまや過ぎ去った。“There can be
no question that the present epoch is initiating an empire of the higher
reason, of arts, affections, aspirations; and for that epoch the genius of
woman has been reserved.”と主張する彼は，Margaret Fuller の“Earth
waits for her queen.”という言葉を引用しながら，“it would be more cor-
rect to say that the queen has waited for her earth, till it could be
smoothed and prepared for her occupancy.”（10）と言い切っている。こ
うして新しい時代は始まり，“the time has come for woman to learn the
alphabet”（10）と Higginson は結論しているが，女性の自由や自立を困
難にする“restraints”や“wrongs”に立ち向かう Medora や Blake が，
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“Ought Women to Learn the Alphabet?”の筆者が想定する新しい時代に
ふさわしい新しい女性であることはあらためて書き立てるまでもないだろ
う。
だが，Higginson の主張にもかかわらず，Southwold の女主人公 Medora
が新しい時代の女王として君臨することはない。Mr. Southwold が甥の
Floyd と彼女の結婚に猛反対をしていることを知って，“the tedious waiting
for an old man’s death, the false position that must always arise from
slender means and great expectations, and the possibility of wasting the
best years of her life, in the same struggle against circumstances of
which she was already so weary.”（105）が目前に広がるのを Medora は
感じ取っていたが，その後，彼女が“a feeling of mortal aversion”（192）
を抱いていた Mr. Southwold が屋敷のそばの鉄道線路に転落したとき，助
けを求める伯父のもとへ駆け寄ろうとする Floyd の耳元で発作的に“Are
you mad? Let him die!”（194）と囁きかける。その瞬間，Floyd にとって
“an angel”そのものだった Medora（74）は“an angel who was in reality
a fiend”（198）に姿を変え，伯父を轢死させてしまったことを後悔する Floyd
は彼女を“murderess”（195, 204）と罵る。その結果，Medora は“the hor-
rible knowledge that her soul was stained with a fearful crime, and that
the guilt of murder would cling to her for ever and for ever”（198）に苦
しむことになり，やがて精神に異常を覚えるようになった彼女は，父方の祖
母が精神病院で生涯を終えたことを知ったとき，みずからの手で命を絶って
しまう。
Southwold の作者 Blake にとって，Medora は 16歳のときの彼女の夢
と希望が託された女性だったが，そのヒロインが殺人者の嫌疑をかけられ，
狂気へ，さらに自殺へと追いやられることになったのは，一体なぜだろう
か。女主人公に“measureless misery”を味わわせ，“all possibility of hap-
piness in the world is fled”（226）と感じさせねばならない理由を，一体
どこに Blake は見いだしたというのだろうか。
Blake が Southwold を発表した 19世紀半ばのアメリカに深く根を下ろ
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していたのは，Barbara Welter のいわゆる“Cult of True Womanhood”
だった。この支配的なイデオロギーは“piety, purity, submissiveness and
domesticity”という“four cardinal virtues”を身に着けた女性を“true
woman”と規定していた，と説明する Welter は，“Without them ［＝the
virtues］, no matter whether there was fame, achievement or wealth, all
was ashes. With them she was promised happiness and power.”と付け
加え，“If anyone, male or female, dared to tamper with the complex of
virtues which made up True Womanhood, he was damned immediately
as an enemy of God, of civilization and of the Republic.”（Welter 152）
と論じている。当然のことながら，Southwold の読者としては，このよう
な“true woman”に不可欠な美徳のすべてを女主人公 Medora が兼ね備え
ているかどうかという問題に関心を抱かざるを得ないのだ。
すでに触れたように，Medora は“a combination of qualities not often
met with in her sex”を備えていることが指摘され，性格的にも“mascu-
line”で“bold and even unfeminine”であると評されている彼女に男性に
対する“submissiveness”という美徳を期待することは不可能と思われる。
また，母親と一緒にホテル暮らしや下宿屋暮らしを余儀なくされてきた Me-
dora は，“the happy retirement of a home, so essential to the proper de-
velopment of character, especially to a girl”（18）を経験したことがない，
と書かれているので，その彼女に“domesticity”という美徳が育まれてい
たとはとても考えられない。婚約者の Lascelles と別れた後も，玉の輿に乗
ることを夢見る Medora は，“the best means to induce Floyd to offer him-
self to her at once”（94）を画策する一方で，彼女に近づいてくる Claude
Hamilton という資産家の男性にも興味を示し，妻の Lucy に死なれた Las-
celles に言い寄られたときには，“the words and the willingness with
which she resigned herself to his offered embrace, would suggest to Las-
celles’ base heart a purpose too unutterably vile for expression”（241）
ということを想像することもなく，彼の抱擁に激しく身をゆだねた，と語り
手は伝えている。その直後に，彼女は男の“clinging arms”から身を引き
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離したと書かれてはいるけれども，彼女の“purity”という美徳がよろめい
ていたことは否定すべくもないだろう。
Barbara Welter は“piety”という美徳について，それは“the core of
woman’s virtue, the source of her strength”であったと説明し，“Religion
belonged to woman by divine right, a gift of God and nature.”（Welter
152）とも述べているが，宗教に対して“the respect of outward observance
of its requirements”しか払ったことがない Medora の場合，“she had as
yet given but little serious thought to the unknown and illimitable fu-
ture that stretches in fearful uncertainty beyond the gates of death”
（19）ということや，“Religion had never been more to her than a
name.”（50）ということが明らかにされている。また，もし Medora が
“a judicious and faithful mother”に育てられていたならば，“that steadfast
faith and deep Religious reverence which must be the foundation of all
true excellence”（129）が備わっていただろう，という語り手の指摘は，
“piety”という美徳が彼女に欠如していたことを暗示している。語り手はま
た，Medora のライバルだった Lucy Wentworth に“implicit and unfailing
trust in the kindness and mercy of the benevolent All-Father”が備わっ
ていた点に触れて，それは Medora の場合とは対照的に Lucy が“the tender
care of a judicious mother”によって“the Divine Being”を“a loving as
well as a just God”（133）と見ることを教えられていたからであり，その
結果，Lucy は“unfailing relief from even her utmost wretchedness in
resting in simple faith upon the kind Providence that watches with leni-
ent forbearance over this erring world.”（134）を見いだすことになった，
とコメントしている。
その後，Medora と Floyd の伯父が議論をする場面（172）で，Mr. South-
wold の“I maintain, Miss Fielding, that all women should be sincere
Christians, because your sex owes everything to the elevating influences
of that system of religion.”という発言を受けて，彼女が“I agree with you
perfectly so far as this: all women should, if possible, be deeply imbued
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with the spirit of true piety; but this for their own sakes, as the surest
guide through the thorny paths of existence. I deny that they owe any
special debt of gratitude to Christianity.”（強調引用者）と応じている。
さらに“You do not surely wish to imply that it is not that which has
raised them from the rank of slaves to their present high position?”と
いう Mr. Southwold の問いかけに対して，Medora が“Yes, sir, I do!”と
躊躇なく即答しているのは，“the spirit of true piety”そのものが彼女に欠
けていることを示す決定的な証拠となっている。
こう見てくると，“all the restraints of her sex”を否定し去ろうという
情熱にもかかわらず，いや，その情熱のゆえに，Southwold のヒロインは
19世紀のアメリカ社会が理想とする“True Womanhood”に必要不可欠な
“four cardinal virtues”のすべてを欠いていたことが判明する。Barbara
Welter の言葉を借りれば，Medora は“an enemy of God, of civilization
and of the Republic”（152）ということにならざるを得ないのだ。だが，
そのことは同時にまた，そのような女主人公に“state of half slavery”
（117）に苦しむアメリカ女性の夢を託した作者 Lillie Blake もまた，同時
代の読者層にとっては“an enemy of God, of civilization and of the Repub-
lic”以外の何者でもなかったということを意味しているのではないか。そ
のことに気づいたとき，Blake はみずからの理想の体現者としての Medora
を“murderess”に仕立て上げ，狂気と自殺に追い込む形で，Southwold
の世界から消し去ってしまったのではないか。David Reynolds は“a pas-
sionate, highly intelligent woman driven by outside forces into a laby-
rinth of evil”に対する“the author’s notably ambivalent attitude”（Rey-
nolds 401）に言及し，Grace Farrell もまた Medora の生みの親の“ambiva-
lent attitudes toward a heroine who could possess her own desires and
pursue them ruthlessly and who could make the assault on patriarchy
which, at this point in her life, Blake could only dream of”（Farrell 62）
に注目していることを指摘しておこう。
こうした Lillie Blake のアンビヴァレントな態度が“true woman”の資
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格を欠いた女主人公 Medora に加えられるかもしれない非難や批判を意識
した結果であることは言うまでもないが，同時にまた，それは家父長制が支
配する 19世紀のアメリカで“all the restraints of her sex”に挑戦する女
性を描くことがいかに困難であったかを物語っている。Blake がやがて女
性解放運動にのめり込んでいくことになるのは，“the time has come for
woman to learn the alphabet”という Higginson の希望的観測を一日でも
早く現実化させたいと願ったためだったかもしれない。いずれにせよ，“Part
of the value of a work like Southwold is to let us apprehend anew the
struggle that took place before women could be acknowledged as multi-
faceted personalities possessing the same drives and desires as men.”
（Farrell 65）という Grace Farrell の評言は，「マシーセンによって論じら
れなかった」アメリカン・ルネサンスの女性作家たちによるフェミニスト小
説のすべてに当てはめることができる，と考えたい。
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